
H３１年度

当初予算額

114億0000

9億4980

3億7920

18億1440

2億3170

3930

2億3220

10

60

36億4730

5億1434

155億6164

41億6164

会　計　名

単位：万円（四捨五入）

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特

　
別
　

会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

義務的経費, 
３３億１４１８

投資的経費, 
２５億７８９７

その他 , 
５５億０６８５

人件費, １４億

７５４３

扶助費 , 
５億８２４９

公債費（借金

返済額） , 
１２億５６２６

普通建設事業費, 
１３億３２６４

災害復旧費, 
１２億４６３３

物件費等, 
２０億６２７０

補助費等, 
２０億２２４４

積立金等, 
４億３４８６

繰出し金, ９億

４６８５

予備費 , ４０００

平成３１年度一般会計当初予算
「歳出１１４億円」

平
成

３１
年
度
当
初
予
算

の
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
の
合
計
額
は

１
５
５
億
６
１
６
４
万
円
で

前
年
度
対
比
９
億
９
８
７
７

万
円
の
減
額
予
算
（
▲
６
．

０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

訳
は
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

１
１
４
億
円

で
前
年
度
比
▲
９
億
円
減
（
▲

７
．
３
％
）
で
、
公
債
費
（
▲

９
億
６
千
万
円
）
が
主
な
原
因

で
、
災
害
復
旧
を
最
優
先
し

（

１２
億
４
千
万
円
増
）
同
額

程
度
の
普
通
建
設
事
業
費
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は

２９
億
２
７
２

２
万
円
、
収
入
総
額
の

２６
％

で
▲
５
億
２
千
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
。
町
税
や
寄
付
金
の

増
（
１
億
円
強
）
を
見
込
み
ま

し
た
が
、
繰
入
金
（
預
金
の
引

出
し
）
▲
６
．
２
億
円
を
減
額

し
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
は
▲
３
億
８
千

万
円
の
減
。
災
害
復
旧
の
た
め

国
・
県
支
出
金
が
９
億
円
の
増

を
見
込
み
ま
す
が
、
地
方
交
付

税
と
い
う
国
か
ら
頂
く
お
金

が

４６
億
１
千
万
円
（
総
額
の

４０
．
４
％
）
で
▲
１
億
円
の

減
を
見
込
み
、
町
債
（
借
入
金
）

は
有
利
な
借
金
に
集
中
し
▲

１０
億
２
千
万
円
減
額
と
し
て

い
ま
す
。

借
金
の
返
済
額
は

１２
億
９

千
万
円
で
借
入
金
予
定
額

１２

億
円
８
千
万
円
と
ほ
ぼ
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

３１
年
度
当
初
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
９４
億

８
千
万
円
で

２９
年
度
末
よ
り

▲

２４
億
円
減
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

３１
年
度
末
の

地
方
債
（
借
金
）
残
高
の
総
額

は
１
３
２
億
８
千
万
円
と
な

り
１
億
円
の
増
と
な
る
予
定

で
す
。

な
お
、
平
成

２９
年
度
末
の

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
１
３
５
万
４
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
交
付
税
措
置
な
ど

借
金
の
性
質
を
考
慮
す
る
と

積
立
金
総
額
の
ほ
う
が
借
金

総
額
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員
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平成３１年度

当初予算



（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 8455

総務費 -▲4861 23億0492
チャレンジファンド運営380、かがやきネット▲382、定住促進▲1277、企業誘致
▲270、源流の里（地域おこし協力隊）▲1855

民生費 -▲2960 21億7365
災害弔慰金255、障害者支援120、介護保険会計繰出512、後期高齢者会計繰
出▲2123、児童手当▲333

衛生費 -▲4818 13億1253
医療従事者奨学金貸付▲530、予防接種▲280、母子保健▲309、成人保険▲
339、やすらぎ苑▲545

農林水産費 -▲1898 13億0599
有害鳥獣229、１８２ステーション4893、ひろしま農業▲2242、農業企業誘致▲
300、畜産施設整備▲270、農道維持▲480、森林整備▲763

商工費 451 2億7515 スコラ高原改良工事400

土木費 -▲1億0026 5億6769 社会資本総合整備▲5401、国県道整備負担金▲600、町道整備▲3149

消防費 -▲5945 5億1217 消防団備品477、常備消防▲580、H30・7豪雨災害対策経費▲5760

教育費 -▲7071 8億9202 小中校支援▲300、ﾌﾞﾛｯｸ塀・冷暖房臨時事業▲6633、中学校寄宿舎▲100

災害復旧費 -▲13億2164 10億6216
現年発生農地農業用施設災害復旧▲5億9299、現年林道災害復旧▲7058、
現年道路橋梁災害復旧▲6億5521、文教施設▲286

公債費 -▲5663 22億0773 長期債元金償還▲4255、長期債利子償還▲842

諸支出金 -▲443 4億4787 財政調整基金積立631、減債基金積立▲6342、小中高教育支援基金積立313

予備費 4000

合　計 -▲17億5398 131億8643

　　　　平成３１年３月一般会計補正予算（Ｈ３０年度３月分）

31/３月 補 正 3 1 /３ 月 補正後予算 適　　　用

- ▲17億 5398 131億 8643

4 532 10億 2635 財政調整基金積立4046

-▲2 551 3億 7723

1 100 18億 3198 介護給付基金積立579

-▲ 90 2億 5742

-▲ 170 6399

4 2億 5046

10

7 , 2 77

2 825 38億 8030

-▲1 018 4億 9077

- ▲17億 3591 175億 5750

▲ 1807 43億 7107

平成３０年度予算会計別総括表

H３０年度

会　計　名

単位：万円（四捨五入）

病 院  事 業 会  計

合　　　計

特別会 計計

特 別会 計＋病 院事 業会計

一　　般　　会　　計

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

平
成

３０
年
度
３
月
補
正
は
、
表
の
と
お
り
で
、

歳
入
で
は
現
年
災
害
復
旧
補
助
金
の
減
な
ど
に
よ

る
国
・
県
支
出
金
の
減
が
主
な
も
の
で
、
現
年
度
災

害
復
旧
事
業
が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
改
修
工
事
費
が
５
千
万

円
弱
増
額
補
正
さ
れ
、
事
業
費
３
億
円
余
り
が
次
年

度
へ
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

＊
平
成
３１
年
４
月
８
日
１
８
２
Ｓ
Ｔ
の
工
事
請
負
契
約
締

結
を
議
決
。
請
負
金
額
２
億
９
５
９
２
万
円
・
請
負
者
宮
田

建
設
（東
城
町
）・起
工
式
平
成
３１
年
４
月
２
６
日
（金
）

災害復旧を最優先した予算となりましたが、予算編成の基本方針は急速な人口減に対応する

ため本年度も「目指せ１人口増（社会増）」です。※当初予算の明細は別紙を参考にしてください

○災害復旧関連

平成３１年度＝１５．４億円（Ｈ３０年度より３年間で３４．６億円、査定は全体で５２３件）

○ふれあいタクシー ７，３３２万円（２，２００万円増、６００万/月必要で制度の見直しが課題）

○高蓋地区配水管布設替え ３，０００万円

○トマト団地農地造成（階見・黒木谷） ２，６１７万円（平成３１年度は、国庫補助申請・測量設計

など実施し、来年度、整備工事・換地業務・ハウス建設をおこないます）

○＜新規＞東京まるごとにっぽんにて地元産品を販売しＰＲします。 ３５０万円

○補助事業の見直しの主なもの 産業課（地域営農集団・廃止、肉用牛安定支援・見直し等）

○Ｈ３０年度繰越事業 １５億円⇒災害復旧４億・１８２ＳＴ３億・くるみ保育所３億・スコラ１．５億等



生
活
交
通
機
関
確
保
事
業

木
野
山

本
年
度
課
題
と
し
て
、

財
源
確
保
と
制
度
の
検
証
・
見
直

し
と
あ
る
が
、
対
策
は
。

瀬
尾
総
務
課
長

「
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
の
事
業
費
は
年
々
増
大
し
て

い
る
。
財
源
は
、
過
疎
ソ
フ
ト
債
を
充

当
し
て
い
る
が
本
町
へ
の
枠
が
年
々

減
少
し
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
は
事

業
費
の
７
割
を
充
当
し
て
き
た
。
本

年
度
は
、
約
４
割
を
充
当
し
て
い
る
。

見
直
し
の
結
果
、
事
業
費
が
１
割
程

度
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
自
己
負
担

の
増
額
を
含
め
て
検
証
し
た
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
運
営
事
業

木
野
山

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

の
基
金
の
中
で
３
０
０
０
万
円
は

財
団
へ
の
貸
付
金
で
あ
り
、
財
団

へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
は
財
団
へ
の
寄
付
金
の
み

予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
部
分
の
予
算
化
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。

岡
崎
政
策
企
画
課
長

補
助
金
１

１
２
０
万
円
の
内
１
０
０
０
万
円
が
事

務
局
費
と
し
て
運
営
の
人
件
費
で
１

２
０
万
円
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
本
町

に
入
っ
て
く
る
と
想
定
し
て
い
る
金
額

で
、
財
団
へ
交
付
す
る
補
助
金
で
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

木
野
山

捕
獲
頭
数
が
増
加
し
後

始
末
が
課
題
と
の
事
だ
が
、
猪
・
シ

カ
肉
の
販
売
に
力
を
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
る
た
め

に
も
専
門
家
を
１
人
招
聘
し
て
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
肉
の
販
売
面
、
処
理

法
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。
道
の
駅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
ジ
ビ
エ
メ
ニ

ュ
ー
の
新
開
発
も
可
能
と
思
う
。

瀬
尾
産
業
課
長

海
岸
部
に
あ
る

肉
よ
り
も
自
然
豊
か
な
本
町
で
食
べ

る
エ
サ
も
違
う
の
で
肉
の
味
も
違
う

ら
し
い
。
そ
う
い
っ
た
料
理
を
研
究
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
に
つ
い
て
本
町
に
来

て
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ
ば
面
白
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
も
本
町
の
特
産

品
に
な
る
、
特
産
品
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

畜
産
経
営
安
定
化
推
進
事
業

木
野
山

こ
の
度
補
助
予
算
の
見

直
し
を
実
施
さ
れ
補
助
金
が
か
な

り
減
額
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
神
石

牛
の
胤
の
と
こ
ろ
も
減
額
と
な
っ

て
い
る
。

神
石
牛
ブ
ラ
ン
ド
化
の
計
画
で

は
、
将
来
像
は
神
石
血
統
を
持
つ

神
石
高
原
町
育
ち
、
神
石
高
原
町

生
れ
に
限
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

瀬
尾
産
業
課
長

神
石
牛
振
興

は
、
ま
ず
個
体
数
増
加
へ
の
取
組

み
。
Ｈ
２８
年
度
か
ら
一
部
補
助
制

度
を
充
実
さ
せ
現
在
４
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
神
石
牛
の

雌
の
子
牛
の
保
留
導
入
に
つ
い
て
は

廃
止
す
る
。

神
石
牛
の
交
配
率
の
視
点
で
見

る
と
Ｈ
２７
年
度
が
７４
頭
で
全
体
に

占
め
る
割
合
が

１６
．
７
％
。
Ｈ
２８

年
度
が
１
０
９
頭
で
２３
．
４
％
。
Ｈ

２９
年
度
が
２
１
４
頭
で
４６
．
２
％

と
飛
躍
的
に
交
配
率
が
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
神
石
牛
の
血
統
の
交
配

を
し
た
牛
が
半
分
に
ま
で
来
て
い
ま

す
の
で
効
果
と
し
て
は
か
な
り
高
い

レ
ベ
ル
で
進
ん
で
き
て
い
る
と
総
括
し

て
い
る
。

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

木
野
山

事
業
継
続
に
は
、
農
政
局

の
指
導
で
設
計
変
更
は
出
来
な
い

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ハ
ー
ド
部
分
は

ダ
メ
で
も
目
的
面
、
運
用
面
で
の
変

更
は
可
能
な
の
か
。

瀬
尾
産
業
課
長

産
直
市
場
の
売
上

目
標
に
影
響
が
な
い
範
囲
で
の
変
更

な
ら
ば
可
能
と
考
え
る
。

木
野
山

ビ
ー
ル
は
作
ら
ず
委
託

で
も
、
農
政
局
は
新
製
品
の
開
発
と

し
て
認
め
る
の
か
。

瀬
尾
産
業
課
長

今
後
販
売
予
定
の

物
の
製
作
費
は
国
費
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
販
売
予
定
の
試

作
品
と
そ
れ
の
広
告
経
費
が
対
象
と

な
る
。
自
営
、
外
注
か
は
こ
の
事
業
に

制
限
は
無
い
。

木
野
山

ビ
ー
ル
製
造
は
地
産
地

消
が
原
点
で
、
原
料
は
当
地
の
も
の

を
使
わ
な
く
て
は
納
得
で
き
な
い
。

条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
森
林
経
営
管
理
推
進
事
業
基
金
条
の
制
定

 
 

 

＊
森
林
譲
与
税
を
財
源
と
し
、
森
林

整
備
・
促
進
・
経
費
の
財
源
と
す
る
。

（
１
４
０
０
万
円
の
交
付
金
）

○
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

＊
国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
伴

い
税
率
を
改
正

○
町
嘱
託
職
員
の
設
置
並
び
に
報
酬

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

森
林
・
林
業
行
政
全
般
に
つ
い
て

高
い
知
識
と
経
験
を
有
す
る
「
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
嘱
託
員
」

を
新
た
に
１
名
設
置
す
る
。

 
 

（
報
酬

２５
万
円
／
月
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
工
事
名

く
る
み
保
育
所
建
設
工
事

請
負
金
額

２
億
９
６
８
９
万
円

請
負
者

宮
脇
建
設
株
式
会
社

○
工
事
名 

 

町
立
小
中
学
校
空
調
設

備
設
置
工
事

請
負
金
額

１
億

５
８
０
万
円

請
負
者 

 

瀬
戸
電
設
工
業
株
式
会
社

道の駅フードコートにて
販売試作品の一例です
・ハンバーグ（豚肉を主にパ
ンはオオカミブレッドの玄
米パン）
・ゆで卵を牛肉で巻いてあり
ます。うどんにトッピングさ
れます
・こんにゃくで作った豆



  

町
長

赤
キ
ウ
イ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
ジ
ャ
ム
・
神
石
牛
・
神
石
高
原

最
中
を
認
定
し
た
。

い
ず
れ
も
関
東
圏
な
ど
町
外
へ
の

販
売
ル
ー
ト
が
広
が
り
、
中
に
供

給
が
追
い
付
か
な
い
製
品
も
あ

る
。今

後
は
、
認
定
商
品
を
拡
大
し
、

商
工
会
と
も
連
携
し
そ
の
販
売
促

進
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

木
野
山

農
産
物
の
「
６
次
産
業

化
」
へ
の
取
組
み
の
成
果
と
今
後

の
戦
略
は
。

町
長

民
間
企
業
や
第
３
セ
ク
タ

ー
で
取
組
ん
で
い
る
。
拡
大
の
余

地
が
あ
り
Ｊ
Ｉ
Ｎ
プ
レ
ミ
ア
ム
の

付
加
価
値
を
付
け
販
路
・
利
益
の

拡
大
を
図
り
た
い
。

木
野
山

「
地
産
地
消
」
の
取
組

み
も
重
要
と
思
う
が
。

町
長

給
食
用
の
米
は
１
０
０
％

地
元
産
で
あ
り
副
食
も
積
極
的
に

百
彩
館
や
道
の
駅
か
ら
仕
入
れ
て

い
る
。

今
後
も
、
安
心
・
安
全
な
地
元

農
産
物
の
「
地
産
地
消
」
を
推
進

し
た
い
。

木
野
山

地
産
地
消
の
地
元
割
合

は
米
の
１
０

０
％
を

含
ん
で

３０
％
程
度
だ
。
今
年
度
は
数
値
目

標
を
定
め
割
合
を
高
め
る
べ
き
で

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

４
月
の

頭
に
は
数
値
目
標
を
定
め
計
画
を

推
進
し
た
い
。

木
野
山

商
工
業
者
の
育
成
強
化

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

商
工
業
者
へ
の
事
業
と
し

て
は
、
商
工
会
運
営
補
助
、
店
舗

改
修
補
助
、
固
定
資
産
税
補
助
、

融
資
利
子
補
給
補
助
を
予
算
化
し

て
い
る
。

「
事
業
継
承
」
関
連
の
国
の
事
業

な
ど
可
能
な
も
の
は
町
商
工
会
と

連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

木
野
山

地
域
創
造
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
に
関
し
て
事
業
成
果
と
今
後

の
見
通
し
は
。

町
長

設
立
か
ら
３
年
目
を
迎

え
、
１２
件
３
億
円
弱
の
応
募
が
あ

り
、
５
件
４
２
０
０
万
円
の
資
金

的
支
援
を
行
っ
た
。

需
要
は
ま
だ
あ
り
、
こ
れ
が
財

団
の
存
在
意
義
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
す
る
者

を
支
援
し
た
い
。

木
野
山

資
本
回
収
の
リ
ス
ク

は
。

政
策
企
画
課
長

保
証
人
は
財
団

の
内
部
で
検
討
い
た
だ
く
。

木
野
山

審
査
基
準
を
明
確
に
示

し
厳
正
・
慎
重
な
審
査
を
実
施
し

回
収
が
確
実
な
資
金
提
供
に
努
め

る
べ
き
だ
。

町
長

審
査
の
段
階
で
は
選
定
さ

れ
た
事
業
が
選
ば
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

教
育
長

将
来
、
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
我

が
国
の
郷
土
の
伝
統
や
文
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
よ
さ
を

継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
育

を
充
実
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

各
学
校
で
は
、
地
域
や
学
校
な

ど
の
実
態
に
応
じ
て
教
育
課
程
上

に
適
切
に
位
置
付
け
、
道
徳
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
町
道

徳
教
育
指
導
（
（
地
域
教
材
）
資
材

な
ど
活
用
し
学
習
し
て
い
る
。

高
付
加
価
値
農
業
の
推
進
、
競
争

力
の
高
い
農
業
実
現
の
た
め
の

施
策
の
中
で
、
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
プ
レ
ミ

ア
ム
」
認
定
制
度
活
用
の
成
果
と

今
後
の
取
組
み
は
。

平
成

３１
年
度
教
育
方
針
に

「
神
石
高
原
町
で
学
ん
で
良

か
っ
た
」
と
本
当
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
言
え
る
子
供
た

ち
を
育
て
た
い
と
有
り
ま
す

が
、
英
語
教
育
の
充
実
な
ど
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
で
郷
土

の
歴
史
、
伝
統
文
化
の
学
習
時

間
が
省
か
れ
は
し
な
い
か
心

配
さ
れ
る
。

具
体
的
に
ど
の
様
に
取
組31.3.24中高３校合同吹奏楽コンサート

自
治
功
労
者
賞
を
頂
き
ま
し
た

議
員
在
職

１４
年
以
上
と
な
り
、

広
島
県
町
議
会
議
長
よ
り
自
治
功

労
者
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

皆
様
方
の
長
年
に
亘
る
ご
支
援
の

た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
栄
誉
を
旨
に
な
お
一
層
精

進
い
た
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
野
山
孝
志


